
別記様式第２ 

防 火 対 象 物 点 検 票         （その１） 

防 火 管 理 者 （１）○○ ○○  

立 会 者 （２）○○ ○○  

点 検 年 月 日 （３）○○年 ○○月 ○○日 ～ ○○年 ○○月 ○○日 

防火管理維持台帳 記録の有無 □有・☑一部有・□無 保存の有無 □有・☑一部有・□無 

防 

火 

対 

象 

物 

の 

概 

要 

階 
 

別 
 

概 
 

要
（ 

 
 
 
 
 

号
棟
） 

事 項 

 

 

階 別 

用   途 床 面 積 
点検する部 

分の床面積 
備 考 

階  ｍ2 ｍ2  

５階 物品販売 5,000ｍ2 5,000ｍ2  

４階 物品販売 5,000ｍ2 5,000ｍ2  

３階 物品販売 5,000ｍ2 5,000ｍ2  

２階 物品販売 5,000ｍ2 5,000ｍ2  

１階 倉庫及び駐車場 5,000ｍ2 5,000ｍ2  

合計  25,000ｍ2 25,000ｍ2  

備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考 
（７） 

【防火管理維持台帳】消防計画に基づく自主検査結果記録が防火管理台帳に綴じられていな

い。 

【規則第４条の２の６第２項の適用】適用なし。 

 

【その他の点検者】 ㈱○○ 豊田営業所 ○○○○  

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 防火管理維持台帳の欄は、該当する□にレ点を記入すること。 

   

 

（５） 

（６） 

（４） 



防火対象物点検票（その２） 

点 検 項 目 
点 検 結 果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容 

届 
 

出 

防火管理者選任（解任） 
☑ 適 

 平成○○年○月○日届出済み 
□ 否 

消 防 計 画 作 成（変更） 
☑ 適 

 平成○○年○月○日届出済み 
□ 否 

自衛消防組織の設置 
□ 適 

 該当なし 
□ 否 

消 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画 

自 衛 消 防 の 組 織 
☑ 適 

  
□ 否 

火災予防上の自主検査 
□ 適 

自主検査未実施 
自主検査が実施されていないため、消防

計画に基づき実施するよう助言した。 ☑ 否 

消防用設備等又は特殊消防 
用設備等の点検及び整備 

□ 適 
消防用設備等点検未実施 

消防用設備等の点検が実施されてい

ないため、実施するよう助言した。 ☑ 否 

避難施設の維持管理 
及 び そ の 案 内 

□ 適 
物品の存置 

階段、廊下に避難の支障となる物品が存

置されているため、撤去するよう助言し

た。 ☑ 否 

防 火 上 の 構 造 の 
維 持 管 理 

□ 適 
防火戸の管理 

○階の防火戸が閉鎖しないため補

修するよう助言した。 ☑ 否 

収容人員の適正化 
☑ 適 

  
□ 否 

防 火 管 理 上 必 要 な 教 育 
□ 適 

教育の未実施 
消防計画に基づき従業員へ教育を

するよう助言した。 ☑ 否 

消 火 、 通 報 及 び 避 難 の 
訓 練 そ の 他 必 要 な 訓 練 

□ 適 
訓練未実施 

訓練を消防計画に基づき実施する

よう指導した。 ☑ 否 

消火活動、通報連絡 
及 び 避 難 誘 導 

□ 適 
任務分担等の把握不足 

消防計画に基づく任務分担を担当者が

認識されていないため、把握するよう助

言した。 ☑ 否 

消防機関との連絡 
☑ 適 

  
□ 否 

工事中の火気使用 
又は取扱いの監督 

☑ 適 
  

□ 否 

防 火 管 理 に 関 し 
必 要 な 事 項 

☑ 適 
  

□ 否 

自
衛
消
防
組
織 

活 動 要 領 
□ 適 

 該当なし 
□ 否 

要 員 の 教 育 
及 び 訓 練 

□ 適 
 該当なし 

□ 否 

業 務 に 関 し 
必 要 な 事 項 

□ 適 
 該当なし 

□ 否 

  



 

共
同
自
衛
消
防
組
織 

協議会の設置 
及 び 運 営 

□ 適 
 該当なし 

□ 否 

統 括 管 理 者 
の 選 任 

□ 適 
 該当なし 

□ 否 

業務を行う範囲 
□ 適 

 該当なし 
□ 否 

運 営 に 関 し 
必 要 な 事 項 

□ 適 
 該当なし 

□ 否 

防 火 管 理 業 務 
の 一 部 委 託 

☑ 適 
  

□ 否 

権 原 の 範 囲 
☑ 適 

 ※別紙参照 
□ 否 

地

震

防

災

対

策

強

化

地

域 

に

所

在

す

る

防

火

対

象

物 

自衛消防の組織 
☑ 適 

  
□ 否 

情報等の伝達 
☑ 適 

 
警戒宣言発令時の放送内容について助

言⇒改善済み □ 否 

避 難 誘 導 
☑ 適 

  
□ 否 

施設及び設備の 
点検及び整備 

☑ 適 
 

○月○日耐震診断を実施。改修計

画策定中。 □ 否 

応 急 対 策 
☑ 適 

  
□ 否 

防 災 訓 練 
☑ 適 

 
○月○日 防災資機材の取扱い訓練を

実施 □ 否 

教育及び広報 
□ 適 

教育の未実施 
消防計画に基づく従業員教育を実施し、

その記録を残すよう指導した ☑ 否 

防
火
管
理
者 

消火訓練及び避難 
訓練の実施回数 

□ 適 
訓練未実施 

訓練を年２回以上実施するよう助

言した。 ☑ 否 

消火訓練及び避難訓練を 
実施する場合の消防機関 
への通報         

□ 適 
訓練未実施 

訓練実施前に消防機関へ通報（届

出）するよう助言した。 ☑ 否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入すると

ともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

   ３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 

   ４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 
  



防火対象物点検票（その３） 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容 

届 
 

出 

統括防火管理者選任 

（解任） 

□ 適 

 該当なし 

□ 否 

全体についての消防

計画作成（変更） 

□ 適 

 該当なし 

□ 否 

 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容 

避 難 上 必 要 な 施 設 

及 び 防 火 戸 の 管 理 

□ 適 

物品の存置 
階段、廊下に避難の支障となる物品が

存置されているため、撤去するよう助

言した。（３、４階部分） 

☑ 否 

防 炎 物 品 の 表 示 

□ 適 

防炎物品以外のカーテン

の使用 

３階の○○部分に使用されてい

るカーテンが防炎物品が使用さ

れていないため、取り外すか防

炎物品を使用するよう指導し

た。 ☑ 否 

圧縮アセチレンガス等の 

貯蔵又は取扱いの届出 

□ 適 

未届出 

液化石油ガスが、３００キログ

ラム以上設置されているため届

出するよう助言した。 
☑ 否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入すると

ともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

   ３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 

   ４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 

 



防火対象物点検票（その４） 

点 検 項 目 
法第17条の
２の５第１
項 の 適 用 

法第17条の
３第１項の
適 用 

点  検  結  果 
状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容 

消 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 

用 
 
 
 
 

設 
 
 
 
 

備 
 
 
 
 

等 

消火器・簡易消火用具 ― ― 
☑ 適 

  
□ 否 

屋 内 消 火 栓 設 備 
□ 有 □ 有 ☑ 適 

  
☑ 無 ☑ 無 □ 否 

スプリンクラー設備 
□ 有 □ 有 ☑ 適 スプリンクラー

ヘッドの不足 

２階の○○室に新たに間仕切りがさ

れたためスプリンクラーヘッドを増

設するよう助言した。 ☑ 無 ☑ 無 □ 否 

水 噴 霧 消 火 設 備 等 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

屋 外 消 火 栓 設 備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

動力消防ポンプ設備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

自 動 火 災 報 知 設 備 
□ 有 □ 有 □ 適 

感知器の不足 
２階の○○室に新たに間仕切りがさ

れたため感知器を増設するよう助言

した。 ☑ 無 ☑ 無 ☑ 否 

ガス漏れ火災警報設備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

漏 電 火 災 警 報 器 ― ― 
□ 適 

  
□ 否 

消防機関へ通報する 
火 災 報 知 設 備 

□ 有 □ 有 □ 適 
  

□ 無 □ 無 □ 否 

非 常 警 報 器 具 ・ 
非 常 警 報 設 備 

― ― 
☑ 適 

  
□ 否 

避 難 器 具 ― ― 
☑ 適 

  
□ 否 

誘 導 灯 ・ 誘 導 標 識 ― ― 
☑ 適 

  
□ 否 

消 防 用 水 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

排 煙 設 備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

連 結 散 水 設 備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

連 結 送 水 管 
□ 有 □ 有 ☑ 適 

  
☑ 無 ☑ 無 □ 否 

非常コンセント設備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

無 線 通 信 補 助 設 備 
□ 有 □ 有 □ 適 

  
□ 無 □ 無 □ 否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 
   ２ 法第17条の２の５第１項の適用の欄及び法第17条の３第１項の適用の欄は、規定が適用される場合は「有」

の□にレ点を記入し、適用されない場合は「無」の□にレ点を記入すること。 
     また、市町村長が法第17条第２項の規定に基づき定めた消防用設備等の技術上の基準について、規則第４

条の２の６第９号の規定に基づき定めた場合にあっても記入すること。 
   ３ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入すると

ともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 
   ４ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 
   ５ 設置義務のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 
   ６ 水噴霧消火設備等とは、水噴霧消火設備、泡消火設備、不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備又は

粉末消火設備をいうこと。 
 



防火対象物点検票（その５） 

点 検 項 目 

必要とされる防
火安全性能を有
する消防の用に
供する設備等の
概要 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容 

消
防
用 

設
備
等 

令第29条の４第１
項の必要とされる
防火安全性能を有
する消防の用に供
する設備等 

 

□ 適 

 該当なし 

□ 否 

 

点 検 項 目 
適 用 さ れ る 

消防用設備等 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容 

消
防
用 

設
備
等 

令第 32条の適用  

□ 適 

 該当なし 

□ 否 

 

点 検 項 目 
特殊消防用設備

等 の 概 要 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容 

特
殊
消
防 

用
設
備
等 

法第17条第３項の

特殊消防用設備等 
 

□ 適 

 該当なし 

□ 否 

 

点 検 項 目 

適用される消防

用設備等又は特

殊消防用設備等 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容 

消
防
用
設
備
等
又
は 

特
殊
消
防
用
設
備
等 

設 置 の 届 出 

消火器、屋内消火栓、

スプリンクラー設

備、自動火災報知設

備、非常警報設備（放

送設備）、避難器具、

誘導灯、連結送水管 

☑ 適 

  

□ 否 

消防機関の検査  

☑ 適 

  

□ 否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入すると

ともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

   ３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 

   ４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 

 



【防火管理点検結果報告書・記入要領】 

項目 記入要領 

点
検
表
（
そ
の
１
） 

（１）防火管理者 

１ 防火管理者名を記入します。 

２ 管理について権原が分かれている防火管理対象物で、

複数の防火管理者名を記入できない場合は「別紙のとお

り」とし、「共同点検報告を行う届出者等一覧」を添付し

ます。 

（２）立会者 

１ 立会者名を記入します。 

２ 防火管理者が立ち会い、記名した場合は未記入でも可

とします。 

３ 管理について権原が分かれている防火管理対象物で、

複数の立会者名を記入できない場合は「別紙のとおり」

とし、「共同点検報告を行う届出者等一覧」を添付します。 

（３）点検年月日 点検を実施した日及び期間を記入します。 

（４）防火管理維持台帳 
消防法施行規則第31条の6に定められた、防火管理上必要な

書類が編冊されているかチェックします。 

（５）階別概要 防火管理点検が必要な防火対象物の棟名称を記入します。 

（６）階別・用途・床面積等 
防火管理点検が必要な防火対象物の階別の用途及び床面積

等を記入します。 

（７）備考 

１ 防火管理維持台帳の編冊状況を記入します。 

２ その他、点検の適否と関係の無い事項であっても、火

災予防上の問題があると認められる事項、是正が必要と

思われる所見等を記入します。 

３ 規則第4条の2の6第2項の適用について記入します。 

点
検
表
（
そ
の
２
）
～
（
そ
の
５
） 

（８）点検結果 

【判定】適又は否をチェックします。点検終了までに改善

された内容については、状況及び措置内容に記入し適と

することができます。 

 該当しない項目については、未記入とします。 

【不備内容】判定で否となった場合に、その内容を簡潔に

記入します。 

（９）状況及び措置内容 

１ 点検項目が該当しない場合は「該当なし」と記入しま

す。 

２ 点検により否と判断された場合、その不備の内容及び

指導内容を記入します。 

３ 点検により適と判断した場合でも、当該項目について

必要な助言をした場合又は適に至った経過等を記入しま

す。 

 


